
イオン九州×KSU ウォール
アートプロジェクト」



プロジェクトの背景とコンセプト
Project Background and Concept 





プロセス

「私たちの大学の学生は、地元の場所を調
査し、歴史的な詳細を集め、興味深い場所
を写真に撮ることから始めました。それが
壁画のデザインの基礎となりました。デジ
タルペインティングを使用することで、伝
統に根ざしたプロジェクトに現代的な技術
を取り入れることができました。」









地域との
コラボレーション
■ 子どもたちとのワークショップのハイライト:

■ 「このプロジェクトで最もエキサイティング
だったのは、地元の小学生たちと 2 日間のワー
クショップを行ったことです。その子どもたち
の何人かは今日ここに来ています。私たちは彼
らのアイデアが輝く空間を作り、彼らの貢献は
最終的なデザインに反映されました。子どもた
ちを巻き込むことで、彼らの仕事に対する誇り
と、地域社会とのより深いつながりを育みたい
と考えました。」







象徴的な要素
について

■ 象徴的な要素について話し合う:

■ 「私たちは、成長と変化の象徴で
あるキノコや蝶などのモチーフを
選び、個人として、またコミュニ
ティとして私たち全員が経験する
変化を表現しました。これらのモ
チーフは、香椎宮の祭りにインス
ピレーションを得たものなどの伝
統的な要素や、環境がより工業化
されても私たちを取り巻く美しさ
を思い出させる自然のイメージと
統合されました。」



作品の目的とビジョン

壁画のメッセージを説明します:

「この壁画は、この地域の過去と将来の可能性を祝
福するものです。変化を受け入れながら、伝統
と自然の美しさを大切にすることを思い出させ
てくれます。鮮やかな色彩と楽しいモチーフは、
近くのバイパスや都市の景観と印象的なコント
ラストをなし、内省とインスピレーションの場
を提供します



コミュニティ
の誇りを奨励
する:

■ • コミュニティの誇りを奨励する:

「この壁画が、特に子どもたちに、自分た
ちのアイデアが実現するのを見て、自分た
ちの創造性が大切だと感じてもらうことで、
団結と誇りの感覚を呼び起こしてくれるこ
とを願っています。生徒たちにとって、こ
れは、伝統的なモチーフと現代的な技法を
融合させ、芸術が過去と現在をつなぐ方法
を学ぶ機会となりました。」
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